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富
里
市
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
11

月
21
日
㈰
、
第
37
回
産
業
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ

い
、
会
場
と
な
っ
た
富
里
市
中
央
公
民
館

前
駐
車
場
に
は
た
く
さ
ん
の
テ
ン
ト
が
建

ち
並
び
、
Ｊ
Ａ
で
は
養
豚
部
の
焼
肉
や
、

青
年
部
の
餅
つ
き
、
女
性
部
の
カ
レ
ー
販

売
が
行
わ
れ
、
順
番
待
ち
の
長
い
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
や
青
年
部
の
野
菜
販
売
コ
ー

ナ
ー
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体

験
や
、
○
×
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
て
お
り
、

小
さ
な
子
供
達
に
大
人
気
で
し
た
。

　

前
日
に
行
わ
れ
た
農
産
物
の
共
進
会
で

は
、
２
０
８
点
の
出
品
が
あ
り
、
厳
し
い

審
査
の
結
果
、
知
事
賞
や
市
長
賞
な
ど
の

特
別
賞
や
奨
励
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
は
農
産
物
共
進

会
の
出
品
物
展
示
と
肉
豚
共
進
会
の
結
果

が
張
り
出
さ
れ
、
そ
の
後
共
進
会
に
出
品

さ
れ
た
野
菜
は
抽
選
に
よ
り
即
売
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
完
売
し
ま
し
た
。

　

各
共
進
会
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。
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女性部のカレー販売

養豚部の焼肉

青年部による餅つき

特　
　
　

別　
　
　

賞

氏
名
（
地
区
）

㈳
千
葉
県
畜
産
協
会
長
賞

印
旛
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

名

誉

賞

塩
澤　

英
一

（
四
区
）

千
葉
県
畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
賞

印
旛
郡
市
畜
産
振
興
協
議
会
長
賞

優
等
１
席

佐
々
木　

浩

（
三
区
）

富
里
市
長
賞

印
旛
地
域
農
林
業
振
興
普
及
協
議
会
長
賞

優
等
２
席

堀
江　

光
洋

（
末
広
）

富
里
市
議
会
議
長
賞

Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
東
日
本
営
業
本
部
長
賞

優
等
３
席

堀
江　

和
広

（
末
広
）

富
里
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
賞

優
等
４
席

矢
部
農
場

（
七
栄
第
三
）

ラ
デ
ィ
ソ
ン
ホ
テ
ル
成
田
総
支
配
人
賞

千
葉
県
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所
長
賞

優
等
５
席

佐
々
木
農
場

（
金
堀
）

特　
　
　

別　
　
　

賞

品
目
（
品
種
）

氏　

名

千
葉
県
知
事
賞

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
成
田
店
長
賞

人
参

（
愛
紅
）

渡
邉　

和
典

富
里
市
長
賞

セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム
富
里
代
表
取
締
役
賞

ト
マ
ト

（
優
美
）

細
渕　

良
一

富
里
市
議
会
議
長
賞

ラ
デ
ィ
ソ
ン
ホ
テ
ル
成
田
総
支
配
人
賞

里
芋

（
セ
レ
ベ
ス
）

内
山　

弘
章

印
旛
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

千
葉
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
会
長
理
事
賞

ミ
ニ
ト
マ
ト

（
キ
ャ
ロ
ル
ク
イ
ー
ン
）

大
澤　

正
昌

富
里
市
農
業
委
員
会
長
賞

千
葉
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

ゆ
り

（
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）

吉
川　

孝
男

富
里
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

北
総
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

人
参

（
愛
紅
）

高
山　

重
雄

丸
朝
園
芸
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

印
旛
地
域
農
林
業
振
興
普
及
協
議
会
長
賞

キ
ャ
ベ
ツ

（
ら
ん
ぽ
う
）

諸
口　

幸
雄

千
葉
県
農
業
会
議
会
長
賞

千
葉
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
賞

人
参

（
愛
紅
）

鈴
木　

寛
一

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
千
葉
県
本
部
長
賞

富
里
市
商
工
会
長
賞

梨（
新
高
）

栗
原
美
津
江

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
賞

あ
け
び

久
保　

治
男

富
里
市
産
業
ま
つ
り

農
産
物
の
部

畜
産
（
豚
枝
肉
）
共
進
会
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富
里
人
参
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
今
年
は
播
種
期
の
高
温
や
干
ば

つ
の
影
響
で
全
体
の
出
荷
量
は
や
や
少
な

い
も
の
の
、
安
定
し
た
価
格
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
人
参
部
会
は
11
月
９
日
（
火
）
に

査
定
会
を
開
き
、
生
産
者
や
市
場
関
係
者

ら
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
他
産
地
の
動
向

や
情
勢
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
品
査
定
で
は
各
等
級
で
１
本
あ
た
り

の
重
量
や
荷
造
方
法
な
ど
、
今
シ
ー
ズ
ン

の
出
荷
基
準
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

販
売
対
策
と
し
て
、
品
質
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
的
確
な
情
報
が
不
可
欠
と
な

る
為
、
部
会
で
は
市
場
と
産
地
の
連
携
を

密
に
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
販
売
に
結
び
つ
け

て
行
き
た
い
と
し
ま
し
た
。

　

年
内
は
、
12
月
後
半
が
ピ
ー
ク
と
見
込

ん
で
お
り
、
Ｊ
Ａ
人
参
部
会
で
は
来
年
３

月
上
旬
ま
で
に
１
９
０
万
ケ
ー
ス
（
１
箱

＝
10
キ
ロ
入
り
）
、
販
売
高
19
億
円
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ｂ
ａ
ｙ
Ｆ
Ｍ
で
毎
週
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
夕
方
４
時
か
ら
放
送
さ
れ
て
い

る
ベ
イ
ラ
イ
ン
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
第
２
月

曜
日
、
11
月
８
日
（
月
）
の
「
キ
リ

ン
・
ベ
イ
サ
イ
ド
キ
ッ
チ
ン
」
（
千
葉

県
産
の
食
材
紹
介
）
の
コ
ー
ナ
ー
で
富

里
市
立
沢
の
石
井
佐
市
さ
ん
が
ラ
ッ
カ

セ
イ
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

レ
ポ
ー
タ
ー
で
Ｄ
Ｊ
の
末
川
か
お
り

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
行
わ
れ
、

畑
に
山
積
に
さ
れ
た
「
ぼ
っ
ち
」
の
事

や
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
種
類
、
お
い
し
い
食

べ
方
な
ど
に
つ
い
て
ラ
ジ
オ
を
通
し
て

リ
ス
ナ
ー
の
皆
様
に
伝
え
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
富
里
市
社
会
福
祉
協

議
会
は
11
月
３
日
（
水
）、
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
第
23
回
富
里
市
福
祉
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
富
里
市
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ

き
に
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
旧
富
里
市

婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
は
つ
き
た
て
の
あ

ん
こ
・
き
な
粉
・
大
根
お
ろ
し
の
３
種

類
の
餅
を
１
皿
に
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
会
場
の
中
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
に
は
、
ひ
と
際

長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
４
万
９
，
７
３
３
円
は
富

里
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
、

街
の
福
祉
活
動
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

注意点を説明

見本を各等級に分ける

たくさんのチャリティーが集まりました

石井さん宅でFM放送

千
産
千
消
フ
ー
ド
を
紹
介

大
人
気
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き

大
人
気
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き

富
里
人
参
の
本
格
出
荷
始
ま
る
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広
報
「
東
美
の
里
11
月
号
」
掲
載
の

バ
ッ
ク
ホ
ー
の
利
用
料
金
に
、
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　

正
し
い
料
金
表
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

※
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
よ
る
里
芋
、
生
姜
等

の
穴
掘
り
作
業

お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
営
農
部

営
農
指
導
課
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
７
６-

９
３-

５
６
５
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
７
６-

９
２-

０
２
２
５

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
29
日
（
金
）
に

生
産
部
と
合
同
で
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
女
性
部
と
生
産
部
合
わ
せ
て

73
名
が
参
加
者
し
、
東
京
都
の
高
尾
山

や
武
蔵
野
御
陵
を
訪
れ
、
山
頂
か
ら
の

景
色
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

毎
日
農
作
業
に
勤
し
む
な
か
、
つ
か

の
間
の
休
日
を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
部
の
部
員
同
士
、
交
流

を
深
め
る
事
も
で
き
、
女
性
部
活
動
の

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
と
Ｔ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
富
里
市
農
業
後
継
者
対
策
協
議
会
）

は
合
同
で
11
月
18
日
（
木
）
に
茨
城
県

牛
久
市
の
タ
キ
イ
種
苗
（
株
）
茨
城
研

究
農
場
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
で
は
タ
キ
イ

種
苗
が
創
業
１
７
５
周
年
と
あ
っ
て
、

新
品
種
や
自
慢
の
品
種
も
数
多
く
試
験

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
新
品
種
の
試
食

コ
ー
ナ
ー
等
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
青
年
部
と
Ｔ
Ｎ
の
メ
ン

バ
ー
25
名
は
個
々
の
農
業
経
営
の
参
考

に
と
、
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
は
、10
月
29
日
（
金
）

か
ら
３
日
間
、
千
葉
市
の
「
ビ
オ
ト
ー

プ
そ
が
」
隣
接
地
で
Ｊ
Ａ
組
合
員
を
対

象
と
し
た
農
業
機
械
大
展
示
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
富
里
市
で
は
開
催
最
終
日
に
会

場
行
き
の
バ
ス
を
運
行
し
、
多
く
の
組

合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
最
新
鋭
の
農
機
か
ら
中
古

農
機
ま
で
数
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
見
て
触
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
は
熱
心
に
見
て
周
り
ま
し
た
。

　

農
機
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
問
い
合

わ
せ
は
農
機
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

℡
０
４
７
６-

９
３-

８
６
８
３

バ
ッ
ク
ホ
ー
料
金
訂
正

最
新
農
機
か
ら
中
古
農
機
ま
で

こ
ん
に
ち
は
。
女
性
部
で
す
。

Ｔ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

Ｊ
Ａ
青
年
部
が
合
同
視
察

全員で記念写真

担当者の説明を聞く

最新の農機を見学

利 用 料 金 表（消費税込）　

深さ（cm）／１ｍ 料　金（円）

　～６０．６（２尺） ￥　  ３４６

　～９０．９（３尺） ￥　  ４８３

～１２１．２（４尺） ￥　  ５７７

～１５１．５（５尺） ￥　  ６９３

～１８１．８（６尺） ￥　  ８０８

～２１２．１（７尺） ￥　  ９４６

上記以外の１時間当たり ￥５，０４０

回 　送　 料 ￥３，１５０
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除草剤の上手な選び方

除草剤の特性について
農　　薬　　名 毒　性 効き方 抑草期間 特　　　　　　　　　　微 ワンポイントアドバイス

ラウンドアップ�

マックスロード�

(グリホサートカリウム塩48％ )

普通物 遅　い 長　い

　有効成分が根まで運ばれて ､根を枯らす。�

　効き方は遅いが抑草期間が長い。�

　ラウンドノズルを使えば飛散が無く安全で経済的。�

　ハイロードの土への安全性はそのままに高い除草効果を実現。�

　特にスギナについては ､出揃い時期～最盛期を過ぎた時期まで除

草が可能に！�

　散布後１時間経てば ､その後雨が降っても除草効果が安定。

がんこな草を根まで枯

らす。

バスタ液剤�

(グルホシネート 18.5%)
普通物 やや遅い やや長い

　有効成分が吸収されて地上部を枯らす ｡

　効き方はラウンドアップより早くプリグロックスより遅い。�

　ほとんどの雑草に効く ｡スギナに効く。

なんでも良く枯らす

プリグロックスＬ�

(ジクワット7％パラコート5％)
毒　物 早　い 短　い

　有効成分が光により変化して草を速効的に枯らす ｡葉や根だけに

作用し、根を残すので ､傾斜地などでの土壌流亡や崩れを起こさな

い。ただし ､多年生雑草は生長点が残るので再生する。�

　光があれば温度の影響をほとんど受けない ｡展着剤添加で効果

アップ。

安くてすぐ枯れる

　
上手な選び方

こ ん な 時 に ！ ラウンドアップマックスロード バスタ液剤 プリグロックスＬマイゼット

草

か

ら

がんこな草が多い ◎ ○ ×

丈の大きな草が多い ◎ ◎

スギナで困っている
◎　25倍

（出揃い時期～最盛期を過ぎた時期まで）
◎ ○

スベリヒユ、ハマスゲ、カヤツリグサで困っている △ △ ×

まだ出始めでこれから育つ草をからしたい ○ ◎ ◎

効
き
方
か
ら

早く枯らしたい × ○ ◎

根まで枯らしたい ◎ × ×

長期間草を抑えたい ◎ ○ ×

地上部のみを枯らして、根を残したい × ○ ◎
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３１日に施行される「毒物及び劇物指定令の一部を改正する政令」により、「劇物」となる予定です。

　つきましては、政令施行に伴い「毒物及び劇物取締法」に準拠した取扱い（購入時・保管時）が必要になり

ますので、ご注意をお願いします。

毒物及び劇物の取扱い
〔購入の際の手続き〕

毒物劇物を購入する場合、下記の事項を記載し捺印した書面（譲受証という）が必要です。

（１）毒物又は劇物の名称及び数量

（２）販売又は授与の年月日

（３）譲受人の氏名、職業及び住所

〔保管〕

１　毒物劇物は盗難紛失を防ぐために必要な措置をとらなければなりません

　具体的には、　（１）鍵のかかる場所に保管する

　　　　　　  　（２）薬品の管理簿を作成し使用量、残量が把握できる体制作りをする

２　毒物劇物の保管場所は飛散、漏れ、浸みだし等を防ぐ構造設備が必要です。

　
　保管庫には「医薬用外劇物」と赤字で表示します。

　　医薬用外劇物 
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農
業
所
得
を
把
握

す
る
た
め
の
事
前
準
備

　

最
初
に
、
農
業
所
得
に
関
し
て
ど
の
よ

う
な
準
備
を
し
て
お
け
ば
よ
い
の
か
、
簡

単
に
見
て
い
き
ま
す
。
農
業
所
得
を
計
算

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
農
業
収
入
を
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、

JA
に
農
作
物
を
売
却
し
た
と
き
は
そ
の
書

類
、
ま
た
、
補
助
金
な
ど
が
通
帳
に
入
金

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
金
額
を
拾
い

出
し
て
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
庭
先

で
直
接
消
費
者
に
販
売
し
て
い
る
な
ら
、

日
々
の
売
上
記
録
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
米
や
麦
な
ど
は
収
穫
基
準
と

い
っ
て
、
収
穫
し
た
農
作
物
の
販
売
価

額
（
収
穫
価
額
）
を
収
入
金
額
に
計
上
し

ま
す
。
収
穫
基
準
を
原
則
通
り
適
用
す
る

と
計
算
が
複
雑
に
な
る
た
め
、
実
際
に
は

簡
便
的
に
計
算
が
行
わ
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
ま
ず
そ
の
年
に
販
売
し
た
農
作
物

の
販
売
価
額
に
年
末
在
庫
高
（
販
売
価

額
）
を
加
算
し
、
そ
の
金
額
か
ら
年
初
在

庫
高
（
販
売
価
額
）
を
控
除
し
た
金
額
を

そ
の
年
の
収
入
金
額
と
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
年
末
に
お
け
る
在
庫
量
と
販
売
単
価

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
次
に
、
農
業
経
費
（
生
産
費
・
販
売

費
）
を
科
目
ご
と
に
分
類
か
つ
集
計
し
ま

す
。
農
業
経
費
に
は
、
表
1
の
よ
う
な
科

目
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご
と

の
支
払
い
に
関
し
て
請
求
書
や
領
収
書
を

整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

不
動
産
所
得
を
計
算

す
る
た
め
の
事
前
準
備

　

不
動
産
所
得
は
、
そ
の
年
の
不
動
産
の

賃
貸
収
入
か
ら
不
動
産
賃
貸
に
か
か
わ
る

経
費
を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。
年
間
賃

貸
収
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
求
め
る
た
め
に
は
、

賃
貸
人
ご
と
に
入
金
し
た
賃
貸
料
に
つ
い

て
、
入
金
日
お
よ
び
何
月
分
の
賃
貸
料
で

あ
る
か
を
一
覧
表
に
し
て
作
成
し
て
お
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

一
方
、
不
動
産
賃
貸
に
か
か
る
経
費
と

し
て
は
、
表
1
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
注
意
す
べ
き
点
の
一
つ
は
、

借
入
に
よ
り
賃
貸
住
宅
を
建
築
し
た
り
購

入
し
て
賃
貸
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
建
築

な
ど
に
か
か
る
借
入
金
の
返
済
金
額
の
う

ち
支
払
利
息
部
分
が
経
費
に
な
り
、
元
本

部
分
は
経
費
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
借
入
金
を
返
済
し
て
い
る
通
帳
を
見

る
と
、
利
息
と
元
本
の
返
済
金
額
が
区
分

さ
れ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
利
息
と
元
本
の
返
済
金
額
が
区
分

さ
れ
て
お
ら
ず
1
本
で
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合

に
は
、
金
融
機
関
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
借

入
金
返
済
明
細
書
な
ど
で
利
息
部
分
の
金

額
を
確
認
し
ま
す
。

確
定
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に

　

平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
の
申
告
期
限
は
平
成
23
年
3
月
15
日
（
火
）
で
す
。
ま
だ
、
先
の
話
で
す
が
、
期
限
直
前
に
な
っ

て
か
ら
申
告
作
業
を
行
お
う
と
す
る
と
、
資
料
を
探
す
の
に
手
間
取
っ
た
り
、
時
間
的
な
余
裕
が
な
い
た
め
慌
て
て
し
ま
い
思

わ
ぬ
ミ
ス
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
転
ば
ぬ
先
の
つ
え
、
事
前
に
準
備
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
早
く
行
っ
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。�

税
理
士　

柴
原 　
　

一

表 1　農業所得、不動産所得の主な経費科目
　

所得種類 科　　　　　目

農 業 所 得

種苗費、肥料費、農薬衛生費、農具費、動力

光熱費、作業用衣料費、販売手数料、減価償

却費、租税公課

不動産所得
租税公課、損害保険料、修繕費、水道光熱費、

借入金利息、減価償却費
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支
払
税
金
の
処
理

　

支
払
っ
た
税
金
に
関
し
て
は
、「
租
税

公
課
」
と
し
て
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る

も
の
と
「
家
事
費
」
と
し
て
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
な
い
も
の
に
区
分
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
固
定
資
産
税
（
お
よ
び
都

市
計
画
税
）
の
う
ち
農
地
に
か
か
わ
る
も

の
は
農
業
所
得
の
「
租
税
公
課
」、
賃
貸

用
不
動
産
に
か
か
わ
る
も
の
は
不
動
産
所

得
の
「
租
税
公
課
」
と
な
り
ま
す
。
一
方
、

事
業
用
以
外
の
不
動
産
（
自
宅
の
敷
地
・

建
物
な
ど
）
に
か
か
る
も
の
は
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
を
区
分

す
る
た
め
に
は
、
各
自
治
体
か
ら
送
ら
れ

て
き
た
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
（
課

税
明
細
書
）
を
参
照
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
税
金
と
し
て
、

個
人
事
業
税
、
事
業
用
不
動
産
に
か
か
わ

る
不
動
産
取
得
税
、
事
業
用
車
両
に
か
か

わ
る
自
動
車
税
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

所
得
税
・
住
民
税
は
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
相
続
に
よ
り
承
継
し
た
事
業
用

不
動
産
の
登
記
費
用
も
「
租
税
公
課
」
な

ど
と
し
て
必
要
経
費
に
計
上
で
き
ま
す
。

相
続
が
あ
っ
た
場
合
、
相
続
登
記
関
係
の

領
収
書
な
ど
も
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
準
備

　

公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な

ど
）
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
所
得

の
申
告
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成

23
年
1
月
中
旬
ご
ろ
に
日
本
年
金
機
構
な

ど
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
平
成
22
年
分
の

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
忘
れ

ず
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
JA
共
済

な
ど
の
個
人
年
金
の
受
給
を
受
け
て
い
る

方
も
そ
の
年
金
に
関
す
る
資
料
（
年
金
支

払
証
明
書
な
ど
）
を
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
、
医
療
費
、

生
命
共
済
の
掛
け
金
な
ど
を
支
払
っ
た
と

き
は
、
所
得
控
除
と
い
っ
て
所
得
金
額
か

ら
一
定
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
控
除
を
受
け
る
た
め
の
準
備
書
類
と

し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
通
知

書
（
支
払
確
認
書
）、
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
、
医
療
費

の
領
収
書
、
お
よ
び
JA
な
ど
か
ら
送
付
さ

れ
て
く
る
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
医
療
費
の
領
収
書
に
つ
い

て
は
、
医
療
機
関
ご
と
、
家
族
の
中
で
治

療
を
受
け
た
人
ご
と
に
整
理
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

減
価
償
却
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
は
購
入
し
た
年
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
数
年
間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
収

入
の
確
保
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
固
定
資
産
を
購
入
し
た
場
合
は
、

購
入
年
に
一
括
し
て
経
費
に
す
る
の
で
は

な
く
、
耐
用
年
数
に
わ
た
っ
て
徐
々
に
経

費
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
減
価
償
却

と
い
い
ま
す
。

　

減
価
償
却
方
法
は
大
き
く
「
定
額
法
」

と
「
定
率
法
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
二
つ

の
償
却
方
法
は
、
耐
用
年
数
全
体
で
見
る

と
償
却
額
は
同
じ
で
す
。
両
者
の
違
い
は
、

「
定
額
法
」
で
は
固
定
資
産
の
耐
用
年
数

に
わ
た
り
毎
年
一
定
額
が
経
費
に
計
上
さ

れ
る
こ
と
。
一
方
、「
定
率
法
」
は
購
入

直
後
の
償
却
額
が
最
も
多
く
、
以
後
徐
々

に
償
却
額
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
た
だ
し
、
平
成
10
年
4
月
1
日
以
後

取
得
し
た
建
物（
本
体
）に
つ
い
て
は
、「
定

額
法
」
し
か
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、「
定
額
法
」「
定
率
法
」
両
者

と
も
平
成
19
年
4
月
1
日
を
境
に
し
て
、

そ
の
日
以
前
に
取
得
し
た
も
の
と
そ
の
日

以
後
に
取
得
し
た
も
の
で
は
計
算
方
法
が

異
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

減
価
償
却
資
産
の
う
ち
機
械
装
置
等
の
区

分
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
資
産
の
種

類
ご
と
に
細
か
く
耐
用
年
数
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
「
農
業
用
設

備
」
と
し
て
耐
用
年
数
は
7
年
に
統
一
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
新

規
に
取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
だ
け
で
な

く
、
従
来
か
ら
所
有
し
て
い
る
減
価
償
却

資
産
も
改
正
後
の
耐
用
年
数
が
適
用
さ
れ

ま
す
。



窓口業務（総務・信用・共済・販売）

年　末　１２月３０日（木）午後５時まで

年　始　　１月　４日（火）～平常通り

Ａ Ｔ Ｍ　（ATM=現金自動受払機）

年　末　１２月３１日（金）9:00～ 17:00まで

年　始　　１月　４日（火）8:00～ 20:00まで

　　　　　　（セブン銀行 ATMも同様です。）

購買店舗

年　末　１２月２７日（月）まで

年　始　　１月　４日（月）より通常営業

農機センター

年　末　１２月２７日（月）まで

年　始　　１月　４日（火）より通常営業

産直１号店・旬菜館　産直２号店・旬菜ひよし館

年　末　１２月３１日（金）午後５時まで

年　始　　１月　５日（水）午前 10時より

農産物の出荷

年　末　人参出荷　　　１２月２５日（土）まで

　　　　泥物出荷　　　１２月２２日（水）まで

　　　　葉物出荷　　　１２月２９日（水）まで

　　　　地場野菜　　　１２月３１日（金）まで

年　始　地場野菜　　　　１月　２日（日）より

　　　　市場・その他　　１月　４日（火）より

虹のホール富里（葬祭）

年中無休

　※休日も受付可能　ＴＥＬ：９２‐０９８３

定期人事異動があり、次の通りとなります
　平成22年12月1日付（　）内は旧任部署

（昇格・異動）

　△西村　治郎　　監査室　　　部長　　　　　（監査室　　　次長）

　△菱木　　博　　金融部　　　部長　　　　　（金融部　　　次長）

　△川嶋　治男　　金融部　　　次長　　　　　（営農指導課　課長）

　△鈴木　武雄　　購買生活課　課長　　　　　（金融営業課　課長代理）

　△鈴木　秀徳　　共済課　　　課長　　　　　（共済課　　　課長代理）

　△相川　勝雄　　金融営業課　課長代理　　　（金融営業課　係長）

　△林田　三男　　融資課　　　課長代理　　　（融資課　　　係長）

　△小林　　孝　　販売事業課　課長代理　　　（販売事業課　係長）

　△大網　秀次　　総務課　　　課長代理　　　（総務課　　　係長）

　△橋本　剛志　　金融営業課　係長　　　　　（金融営業課　一般職）

（課　長　職）

　△高山勇治郎　　営農指導課　課長　　　　　（購買資材課　課長）

　△根本　大輔　　監査室　　　課長　　　　　（総務課　　　課長）

　△小川　一也　　購買生活課　課長代理　　　（販売事業課　課長代理）

（係　長　職）

　△関口　直宏　　総務課　　　係長　　　　　（産直事業課　係長）

平成23年1月4日付（　）内は旧任部署

　△相川　廣美　　債権保全・審査室　部長　　（購買生活部　部長）

　△西村　治郎　　購買生活部　　　　部長　　（監査室　　　部長）

年末・年始の営業日程

12月１日より、組織機構の
一部が変更となりました。 

（旧）

（新）

購
買
資
材
課

購
買
生
活
課

生
活
事
業
課

産
直
事
業
課

産
直
事
業
課

購買生活部

購買生活部

平成22年12月15日第  375  号 東 美 の 里 
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【全体運】前向きな気持ちになれ

るはず。やてみたいことには、

どんどん挑戦して。イメチェン

を図るのも好結果に

【健康運】疲れやすくなるかも。

寝不足に注意して

【幸運を呼ぶ食べ物】茶わん蒸し

【全体運】ゆったり構えることで、

少しずつ運が開けていく気配。

気配り精神を発揮すると、人気

運が増し、好影響あり

【健康運】食事が乱れがち。栄養

バランスを考えて

【幸運を呼ぶ食べ物】ホタテ

【全体運】知的好奇心を刺激され

るとき。習い事を始めてみるな

ど、興味のあることにトライし

て。何かしらの勉強に最適

【健康運】食べ過ぎには気をつけ

て。摂生が大切に

【幸運を呼ぶ食べ物】すまし汁
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【全体運】物事を悪い方に考えや

すいかも。いつも笑顔を心掛け、

運を引き寄せて。趣味に打ち込

むと良いストレス解消に

【健康運】無理をせず、のんびり

過ごすのが正解

【幸運を呼ぶ食べ物】なます

【全体運】人脈を広げていける月。

飲み会や人の集まる場所には、

気軽に顔を出して。家で小パー

ティーを開くのも大賛成

【健康運】軽い運動や体操が代謝

を高めてくれそう

【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク

【全体運】好きなことを楽しみ、

豊かな気持ちで過ごしたい時期。

読みかけの本を読破すると、ツ

キを呼び込むきっかけに

【健康運】ストレス解消には散歩

をするのがベスト

【幸運を呼ぶ食べ物】タイ
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【全体運】気分の浮き沈みが激し

くなる気配。小さなことに一喜

一憂しないで。能や歌舞伎など、

伝統芸能を楽しむと幸運

【健康運】疲れをためないように、

しっかり休養を

【幸運を呼ぶ食べ物】ブリ

【全体運】神経質になってしまう

暗示。落語やバラエティ－番組

を見て、笑いのある生活を心掛

けて。盆栽いじりもオススメ

【健康運】リラックスできれば、

健康に過ごせそう

【幸運を呼ぶ食べ物】黒ごま

【全体運】レジャー運が活性化。

少し遠出の旅行やドライブに出掛

け、楽しく賑やかに過ごしてみて。

芸術鑑賞もイチオシ

【健康運】適度な休養と腹八分目

の食生活が鍵に

【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜漬け
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【全体運】自分のやり方や考えに

こだわりやすい時期。柔軟な発

想を大切に。買い物はインポー

トグッズにツキ。通販も○

【健康運】急に運動を始めるのは

ＮＧ。準備体操を

【幸運を呼ぶ食べ物】雑煮

【全体運】延期になっていたこと

がスムーズに動き始める予感。

新しい計画を立てるのにも向い

ています。積極的に

【健康運】スポーツの腕が上達し

やすく、体調良好

【幸運を呼ぶ食べ物】きんとん

【全体運】あれこれ思い悩んでし

まう傾向がチラリ。開き直りの

気持ちを持ってみて。開運には、

初詣でに出掛けるのが吉

【健康運】運動不足になりがち。

適度に動くこと

【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ

★☆★☆★☆★１月のあなたの運勢 ★☆★☆★☆★

営 農 部（販売・指導） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

購 買 生 活 課（購買店舗） ＴＥＬ ０４７６- ９３- １９１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ４８３２

購 買 生 活 課（生活事業） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

金 融 部（金融・共済） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

機 械 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９３- ８６８３ ＦＡＸ ０４７６- ９３- ８４８１

産 直 セ ン タ ー １ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９１- ０５２０ ＦＡＸ ０４７６- ９１- ０５２１

産 直 セ ン タ ー ２ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９０- ３３３１ ＦＡＸ ０４７６- ９０- ３３３２

総 務 部 ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

ＪＡ富里市直通電話番号一覧表

※緊急事故連絡先（夜間・休日）　TEL０１２０- ２５８- ９３１・葬祭等 TEL０４７６- ９２- ０９８３
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ホウレンソウ

ピンチに食べれば、

パワーアップ !?

　アニメの主人公「ポパイ」がピンチになると、ホウレンソウを食べてパワーアップする場面、記憶にある方

も多いのではないでしょうか？　そのイメージ通り、ホウレンソウはビタミンやミネラルたっぷりの栄養の宝

庫。鉄分は、1回に食べる量で比較すると、牛レバーに匹敵するほどで、貧血予防におすすめです。カロテン

も豊富で、免疫力アップに効果的。さらに、細胞の生産や成長を促す「葉酸」を多く含むことから、妊娠～授

乳期の女性の注目も集めています。

　おひたしやごまあえのような和食の定番から、パスタの具まで活躍の場は広く、なかでも「毎晩食べても飽

きない」ことが名前の由来といわれる常夜鍋は、シンプルだからこそ、ホウレンソウのうま味が存分に味わえ

るおすすめの料理です。

　独特のエグ味（あく）がありますが、ゆでることで抑えられます。また最近では、あくが少なく、生で食べ

られる「サラダホウレンソウ」も出回っています。

　下ゆでするときは、根元から入れ、時間差をつけて、葉を沈めます。ゆで過ぎるとビタミンもおいしさも半

減するので、短時間で引き上げ、水に取り、すぐ水気を搾ります。鍋料理などで、下ゆでせずにそのまま使う

場合も、加熱し過ぎには注意です。

　選ぶときは、葉が肉厚で、根元が太くて鮮やかなピンク色のものを選びましょう。ポリ袋に入れ、密閉はせ

ずに口を折る程度にして、野菜室で保存を。また、ゆでたものを冷凍しておくのも便利です。切り分けて冷凍

しておけば、料理にすぐ使えて重宝します。

　ところで、ホウレンソウの旬は冬。通年出回っているので一見、同じに見えますが、「霜に当たると甘味が増す」

といわれるように、寒い時期においしくなる上に、夏と比べてビタミンCが 3倍も多くなります。これからの

季節、たっぷり食べてパワーアップしましょう！

●作り方（１人分310kcal）

ホウレンソウはよく洗い、根元を除き、長さを2～3つに

切ります。ショウガは薄切りにします。

鍋にAとショウガを入れて煮立てます。豚肉、ホウレンソ

ウを適量ずつ加え、あくを取ります。煮えたところから

汁ごとすくって食べます。好みでポン酢しょうゆ、薬味

を加えます。
� 撮影：大井　一範

●材料（２人分）

ホウレンソウ�������������������1束（300g）

豚しゃぶしゃぶ用肉������������������ 200g

ショウガ�������������������� 2かけ（20g）

Ａ　水����������������������� カップ3

　　酒����������������������� カップ 1

　　塩����������������������大さじ 1/2

（好みで）ポン酢しょうゆ����������������� 適量

（好みで）ショウガ、ネギなどの薬味� ������������ 適量

RECI
PE 常夜鍋� 調理時間 10 分
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平
成
22
年
11
月
29
日
に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次

の
事
項
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議　

案

１
．
内
部
監
査
の
品
質
評
価
実
施
要
領
の
設
定
に
つ

い
て

２
．
反
社
会
的
勢
力
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
本
方
針

の
設
定
に
つ
い
て

そ
の
他
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末
・
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始
の
営
業
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程
に
つ
い
て

　

・
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Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
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経
済
連
携
協
定
）

交
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対
策
運
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に
つ
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て

　

今
月
、
来
月
は
忘
年
会
・
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
、
特
に
週
末
は
忙
し
く
慌
し
い
日
々
が
続
き
ま

す
が
、
お
酒
は
飲
ん
で
も
の
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
お
酒
の
席
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
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東
美
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里
）
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
希
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
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ご飯を美味しく　食事を楽しく

作り方
　鶏もも肉は一口大に切り、Aを振

り5分ほど置く。小麦粉をまぶす。
　カブは皮をむき、6～8等分のく

し形に切る。タマネギは薄切り、
ニンジンは1cm角の薄切りにす
る。

　鍋にバターを熱し、をいため
る。タマネギ、ニンジン、カブの
順にいため、Bを加え、ふたをし
て、中火で5～6分煮る。

　に牛乳を加え、ひと煮立ちした
ら、生クリームを入れる。塩、こ
しょう少々（材料外）で味を調え
る。かたくり粉を大さじ3の水で
溶き、加えてとろみをつける。

　パセリの葉を摘み、みじん切りに
する。バターライスを作り、器に
盛り、を添える。

作り方
　ブロッコリーは小房に分け、熱湯

でゆでる。レタスは食べやすい大
きさにちぎり、水に放してパリッ
とさせ、水気を切る。

　オレンジは皮をむき、果肉を取り
出して、実から果汁大さじ1を搾
る。

　スライスアーモンドはフライパン
で薄く色がつくまで、弱火で空い
りする。

　大きめのボウルにドレッシングの
材料とオレンジの果汁を合わせ、
をあえる。オレンジの果肉、生
ハムを加えて混ぜる。器に盛りつ
け、を散らす。

材料（４人分）

鶏もも肉���������� 400g

Ａ　塩�������� 小さじ 1/3

　　こしょう���������少々

小麦粉����������大さじ2

カブ��������� 3個（300g）

ニンジン�����������50g

タマネギ������ 小 1個（150g）

バター������������20g

B　水����������� 200ml

　　固形スープのもと����� 1個

牛乳������������150ml

生クリーム��������� 50ml

かたくり粉��������大さじ2

バターライス　温かいご飯�� 800g

　バター�����������20g

　パセリ����������� 1枝

材料（４人分）

ブロッコリー��� 1/2株（150g）

レタス���������� 200g

オレンジ������� 1個（200g）

スライスアーモンド��� 大さじ2

生ハム�������� 8枚（70g）

＜ドレッシング＞

　酢���������� 大さじ 1

　オリーブ油������ 大さじ2

　塩���������小さじ 1/4

　こしょう��������� 少々

ご飯

もう

一品

鶏もも肉とカブのクリーム煮・バターライス� １人分約 793kcal

オレンジと生ハムのサラダ� １人分約 158kcal

優しい味のカブに、コクのあるクリームソースがよく合い
ます。バターライスは温かいご飯に材料を合わせるだけの
スピード仕上げ。見た目も味も満足できる一皿に。

フルーツやナッツを組み合わせて、おしゃれなサラダ
に。さっぱりとした味です。

10月末の事業実績

� 10月31日 現在

貯金残高� 18,903,104千円

貸出金残高� 6,185,191千円

長期共済保有高�  101,248,110千円

販売品販売高� 5,380,076千円

直売所売上高 �  560,048千円

購買品供給高� 1,318,468千円

購買品供給高（生活部門）� 239,739千円

出 資 金� 527,296千円

組合員数� 2,901人

（正組合員：1,806人／

� 准組合員：1,095人）


